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者 岩木信夫、田村嘉規、佐伯直樹

こども部長 後藤哲雄 子育て室長 藪野俊介

事務局 青少年支援課 課長 小倉光 主査 小西裕之 主任 畑山貴英

教育振興部 青少年センター所長 上中敏昭
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傍聴の可否 可・不可・一部不可 傍聴者数 ０人

傍聴不可・一部不可の場合は、その理由

１．開会

会 議 次 第 ２．委員の委嘱について

３．会長あいさつ

４．協議事項

（１）青少年の表彰について

（２）平成２２年川西市PTCA青少年フォーラムについて

（３）青少年ふれあいデーについて

５．その他

各団体からの活動報告・事務連絡

６．閉会

４．協議事項

会 議 結 果 （１ 「青少年の表彰」被表彰者（案）で承認）

（２）フォーラム開催経費の年度比較について確認

平成22年PTCA青少年フォーラム開催要領（案）で承認

（３）川西市「青少年ふれあいデー」実施要綱（案）で承認

実施内容について確認
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審 議 経 過

１１１１．．．．開会開会開会開会（（（（１０１０１０１０：：：：００００００００））））

欠席者・代理出席の確認

欠席：川西保護区保護司会 会長 古谷委員

川西市体育協会 会長 今北委員

代理：川西警察署長 楠田委員に代わり、少年係長の福岡氏

２２２２．．．．委員委員委員委員のののの委嘱委嘱委嘱委嘱についてについてについてについて

任期：平成２３年６月３０まで

江見委員・楠田委員を委嘱

３３３３．．．．会長会長会長会長あいさつあいさつあいさつあいさつ（（（（大塩民生 市長大塩民生 市長大塩民生 市長大塩民生 市長））））

４４４４．．．．協議事項協議事項協議事項協議事項

協議事項（１）青少年の表彰について

事務局 １０月２６日に青少年の表彰選考委員会が開催されたことを報告。協議の

結果、別紙のとおり個人７名３団体を被表彰者として提案する旨を説明。

選考委員を代表して委員より選考委員会での協議の経緯を説明。

委員 資料１に沿って説明。

個人９名３団体の被推薦者について協議。

うち２名については、

・年齢が２５歳を超えている。

・市外に在住在勤。

の２点の理由から不適と判断した経緯について説明。

被表彰者候補者の個人７名３団体について表彰内容を紹介し、表彰理由を

説明。

委員 表彰に反対するわけではないが、表彰の在り方・定義が分かりにくいよう

に思います。いろいろな人に与える、多くの人に与えるという趣旨なのか、

今後に期待を持って与えるという趣旨なのか、そのあたりの定義がはっきり

としていません。コミュニティ団体に「いい人を推薦してくれませんか」と

推薦依頼を送ってこられますが、これを見ていると、どこのコミュニティも

推薦しないといけないのかなという気になってきます。

１年間の活動でも今後の期待を持って表彰するのか、長い期間いろいろと
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。 。活動しているから表彰するのか その基準というのがはっきりしていません

部活動は中学校は３年間ですから、２年ごとに表彰してあげないと、同じ

活動をしていても、もらえない学年が出てきてしまいます。

貢献度というのがよく分かりません。吹奏楽部は各コミュニティで、どん

と祭りなどにも出てもらっていますが、こうなるといつも推薦を出さなくて

はいけなくなってしまいます。

表彰の基準をどこに置いたらよいのでしょうか。コミュニティ会長を預か

っているものとしてはつらい。

事務局として、基準をどう考えていますか。

事務局 川西市青少年問題協議会「青少年の表彰」要綱および留意事項の中に、表

彰の範囲及び基準をあげていますが、年数については特に定めたものはあり

ません。

毎年、コミュニティを含めた各団体にこの要綱・留意事項を送付し、これ

に沿った活動をされている方・団体を推薦してもらっています。

そして、この基準に沿って、選考委員に選考してもらっています。

委員 選考委員を何年かしていますが、過去の表彰では、団体の場合に重複が見

られ 「去年ももらっていた」というようなことがありました。そういうこ、

とは避けるべきであるいう意見があり、中学校の場合、同じ子が２回もらう

ということを避けるために、部員が入れ替わる３年はあけたいと思います。

小学生については、特に連続何年というのはなかなか決めがたく、次につ

なげてもらえるように、これをきっかけに、中学生になっても続けてもらい

たいという願いもこめて、被表彰者として提案しています。

青少年育成団体については、ある程度年数を経過しており、またその団体

内での活動だけではなくて、その活動で培ったものを地域に根ざした活動に

活かしている方を推薦してもらえるように、各団体に強くお願いしておりま

す。以前は、推薦者が一人で良かったのですが、二名以上の推薦がもらえる

ように推薦書の書式を変えています。

会長 要綱および留意事項に選考基準が書かれていますが、推薦をしてもらうと

きには、推薦者にこの基準をもう少し周知していただくとように配慮が必要

です。

次回の協議会でこのことについて提案してもらいたいと思います。

委員 コミュニティの方に「誰かいい人がいませんか 」と推薦書を送るだけで。

は、基準が伝わりません。この基準が分かっている人は推薦をするが、分か

らない人は推薦をしないでは、部活動で表彰をもらっている学校ともらって
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いない学校が出てきてしまいます。基準をしっかり伝えないと推薦する側は

判断しづらい。

１年の内に何回活動しているのか、次に期待しているだけなのか、何年も

活動していてこれからも続けるのか、などの基準がよく分かりません。明確

な基準をいただきたい。

推薦書の送り方にも問題があるのではないでしょうか。送られてくるだけ

では、その基準はよく分かりません。分かっている者だけが推薦するのでは

不公平になります。

部長 委員から貴重なご意見をいただきましたので、基準については事務局で検

討し、相談させてもらいます。

会長 今回の表彰についてはこの提案どおりとし、基準については次回に提案し

てもらいます。また、選考委員の皆さんには、ご意見をいただくこともある

かと思いますが、よろしくお願いします。

委員 表彰されるのは何組ということが決まっているのでしょうか。７名３団体

というのはとても多いように思いますが。

課長 特に決まっていません。表彰者の多い年、少ない年があります。

委員 もう少し少なくてもいいのではないでしょうか。出せば通るというのはい

かがなものでしょうか。もう少し重みがある方がいいと思います。

会長 逆の発想をすれば、裾野が広がるという考え方もできます。両方の意見が

あります。選考の段階で議論をしてもらえればと思います。

いろいろと議論をされましたが、今年は提案されている個人７名３団体を

表彰するということでよろしいでしょうか。

承認される

協議事項（２）平成２２年川西市PTCA青少年フォーラムについて

事務局 資料７ページに沿って、フォーラムの開催経費の年度比較について説明。

平成１８年度までは市青少年問題協議会と市ＰＴＡ連合会がそれぞれに開

催。

平成１９年度から共催。

共催になった理由
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・同じような趣旨で行われているフォーラムであるため

・開催時期がどちらも１～２月で近いため

・単独開催よりも多くの動員数が見込まれるため

・出演者が似通っているため、共催した方が日程調整が容易であるため

・予算を効率的にかつ効果的に執行できるため

平成２０年度は、ＰＴＡがＰＴＣＡ活動報告書を外部発注されたことによ

り事業費が増加した。

今年度は、市民ミュージカルのステージ操作料、人件費が増えたが、その

他の経費を削減することで全体の経費を抑えた胸を説明。

会長 この件について、何かご意見・ご質問はありますか。

委員異議なし

事務局 １０月２６日にフォーラム実行委員会を開催したことの報告。

フォーラム実行委員会を代表して、実行委員長より協議内容の報告。

委員 資料４ページに沿って、平成２２年川西市ＰＴＣＡ青少年フォーラム開催

要領について説明。

ミュージカルというのは、舞台で演じた人だけでなく、裏方、会場もみん

なで盛り上がるものだと感じています。

「本番がすごく良かった。だからもう一度できるんだ 」という子ども達。

の自信がすごく感じられます。練習がすでに始まっていますが、子ども達は

、 、 。肩の力がぬけ 声が良く出ていて とても楽しんでいるのが伝わってきます

ＰＴＡ連合会としても出演や裏方で協力します。子ども達の前向きな夢を

会場が一体となって感じられるような雰囲気作りに努めたいと思います。

会長 提案のとおりフォーラムを開催してもよろしいですか。

承認される

会長 市民ミュージカルが非常に関心を浴びていますが、フォーラムを機会に青

少年の問題に多くの方に関心を持ってもらえるように、参加の呼びかけにつ

いてご協力をお願いします。

協議事項（３）青少年ふれあいデーについて
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事務局 ・資料９ページに沿って、川西市「青少年ふれあいデー」実施要綱（案）に

ついて説明。

・別紙資料「青少年ふれあいデー」啓発チラシ及び関連コンクールチラシに

ついて趣旨の説明。ロゴについては、市と提携している宝塚造形芸術大学

の学生により制作された。

・委員にも協力を依頼。

・資料１１ページに沿って、街頭啓発活動について説明。

・川西市青少年センターだよりの説明。

委員 １１月１３日に防犯協会の川西猪名川住民大会がみつなかホールで開催さ

れます。そこでもアピールされるといいのではないでしょうか。

青少年センターでは補導委員が１２０名いらっしゃいますが、川西防犯協

会にも補導員２０名ほどおり、年５回ほど啓発に回っています。時間が合え

ば、青少年センターとも合同で啓発するなど、取り組みを進めていけたらと

思います。

委員 青少年育成市民会議理事会が１０月２６日に開催されました。青少年ふれ

あいデーについても意見交換を行いました。

、 。 、各小学校区に青少年ふれあいデーののぼりを配り 設置しています また

啓発用のティッシュも各小学校区で配ってもらい、青少年ふれあいデーのＰ

Ｒを進めているところです。

会長 今年度からの事業で新しい形でのスタートを切っておりますので、皆さん

のご意見を賜りながら進めていきたいと思っております。ただ、一朝一夕に

はいきませんが、いろんな手法でやっていきたいと思っておりますので、ど

うぞご協力よろしくお願いします。

１１月１５日第三日曜日には、街頭啓発活動を予定しています。地域のい

ろいろな行事が開催されますし、クリーンアップ作戦や一庫マラソンとも重

なっておりますが、相乗効果が出ればと思っております。

５５５５．．．．そのそのそのその他他他他

会長 各団体からの活動報告について、８月の協議会にも皆さんにご報告いただ

きましたが、その後の活動について、何かございましたらご報告をお願いし

ます。

委員 １０月に更生保護女性会の全国大会に行ってきました。その中で話題にな

、「 。」 。りましたのは 地域におせっかいなおばさんがいない ということでした
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更生保護女性会は、子育てが終わっている人ばかりですから 「おせっかい、

なおばさんになってほしい 」と言われた次第です。昔は、地域にそういう。

方々がいらっしゃいましたが、現在では、みんな見てみぬ振りをするという

風潮ですから、そういうことにも取り組み、地域であたたかく守れるような

状況を作っていきたいと思います。

委員 川西市子ども会連絡協議会では、デイキャンプを開催し、飯ごう炊飯をし

てきました。低学年３０組が参加しました。協議会に加入していないところ

からも７組来られていました。県の方から、子どもの手による子ども会活動

が奨励されており、今回２０名の子どもスタッフを募集しました。月に１度

くらい集まり、今回のデイキャンプの企画を子どもに任せました 「飯ごう。

」 、 、炊飯したい ということになりまして 場所設定やカレーライスの予算立て

ゲームの内容についても子ども達に任せて、企画書を作成させました。はち

ゃめちゃなところもありましたが、高学年が低学年のお世話をする場面も見

られ、大変良い結果になりました。

これからも、子ども達の手による活動をしていきたいと思いますが、この

協議会で何度も言っていますが、こういった活動をお手伝いしようという気

持ちで参加する子ども達、親御さんについては、何の問題もありませんが、

ただ子どもを預けるだけという親御さんについては問題があり、今回のこと

についても、細かな注文や批判をされる親御さんがおられました。こうした

親御さんの問題についてももっと取り組めたらいいなと思います。

会長 青少年問題とは少し離れるかもしれませんが、今年度、新型インフルエン

ザが猛威を振るっており、学級閉鎖が多数出ておりますが、状況報告をいた

だけますでしょうか。

委員 小・中学校合わせて先週までで１８５件程の学年・学級閉鎖が出ておりま

。 、 。 、す ある小学校では 同じクラスが３回学級閉鎖になっています そのため

授業時数の確保に努めているところです。

感染力が非常に強く、ある小学校では自然学校に出発したときには、発症

者が０人で行っているのに、２泊３日で帰らざるを得ないような状況になっ

てしまいました。あっという間に広がってしまうようです。ただ、幸いなこ

とに、重症化した子どもはいません。タミフルやリレンザの服用で完治して

おります。

先だって報道でもありましたように、伊丹市の小学校２年生の児童がなく

なりました。金曜日、元気に登下校したのに、次の日に発熱し、その日の夕

方には死亡、既往症もなかったということです。

私達としては、校医と相談しながら、学級閉鎖の基準や閉鎖日数など、そ
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れぞれの現場の状況に応じて決めているところです。

会長 このインフルエンザの影響で、いろいろなイベントが中止になっておりま

す。少し先のことですが、１月３０日にＰＴＣＡ青少年フォーラムについて

も心配されるところですが、共通の課題として、手洗い・うがいの励行を勧

めていきたいと思いますし、予防接種につきましても、市として案内をして

いきたいと思います。

委員 補導委員会の研修で９月に姫路に行ってきました。姫路のゆかた祭りでい

、 、ろいろと取り組みをされていて 非常に荒れていた子どもたちを更生させて

おとなになって奉仕活動するまでに育てられたという取り組みのお話を伺い

ました。ご家族を犠牲にされたり、警察やいろんな団体との連携でそこまで

できたというすばらしい取り組みで、非常に参考になりました。

青少年ふれあいデーの啓発ということでいろいろと取り組みをされていま

すが、１２月１４・１５日には、補導委員全員で川西能勢口周辺でパトロー

ルをする予定です。

伊丹市・川西市で中学生の逮捕者が出ました。今年初めて、伊丹市で合同

補導を行いました。これからも他市とも協力していきたいと思います。

昔でしたら子ども達は家の固定電話で連絡をし合うので、誰が出るか分か

らないという状況でしたが、今は子ども達も携帯電話を持ち、それぞれで連

絡を取り合うので、行動範囲が広くなっています。そこで、子ども達に携帯

電話を使わせない、あるいは、学校に持ち込ませないという動きもありまし

たが、家に帰れば、小学生でも携帯電話を持っているという時代です。便利

になるというのはいいことですが、おとなはそういった面も考えなければと

思っています。

委員 新型インフルエンザの学級閉鎖の日数や基準をそれぞれの現場で決めてい

るということですが、閉鎖した時に授業が遅れた場合についての対処は、校

長会などで話し合われていますか。

副会長 ５月の一斉休業の場合は、夏休みや冬休みの短縮などで全市的に対応して

います。今回の場合は学校・学年・学級ごと、あるいは中学校では教科ごと

に変わってくる可能性があります。教育委員会事務局ではデータをとり調査

を行っています。その結果をもとに、各校長先生に検討してもらい、授業時

数確保について対応を進めてもらっております。

ただ、中学校の場合、９８０時間の授業時数を確保しなければならないの

ですが、もともと授業時間が余分にありますので、それでクリアできる部分

もありますが、各学校ごと変わってきますので、各学校ごとに対応せざるを
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得ません。

もう一点大きな課題としましては、中学３年生の入試について非常に懸念

されるところです。自治体単独では、し難い問題もありますので、阪神教育

事務所長を通じて、県レベルあるいは阪神レベルで統一した見解を示しても

らうように進めております。

これから冬場になって季節型インフルエンザの流行が懸念されますが、そ

れの対応も含めて、各学校ごとに委員会が対応していかなければならないと

考えております。

委員 校長会で話し合うのではなく、教育委員会が各学校の先生方と話をされて

いくということですか。

副会長 もちろん校長会でも議論されますが、学校ごとに事情が違いますので。

もう一点、授業時数の確保について、今後の対応をどうするかという問題

もあります。閉鎖の基準を緩和するという方法も考えられます。

医師会とは密接な連携を取っているところですが、８月の終わりに医師会

の会長・副会長・役員の先生方に相談して、２学期から、本来なら閉鎖期間

が７日間のところを川西市では５日間にしたり、新型インフルエンザに感染

している疑いのある子どもの人数が１０％で閉鎖にしていたところを１５％

くらいと基準を緩和しています。

また、感染した子どもについては、医師会の方で治癒証明を発行してもら

い、それを持って登校可として対応しています。

その他の緩和策として、症状があまり広がっていないと思われる場合は、

通常翌日から５日間の閉鎖のところを、当日から５日間の閉鎖とするなど、

学校ごとに工夫もされています。

ただし、授業時間の確保については、学校ごとに事情が違うので、校長会

で決めるのではなく、教育委員会で個々に応じて協議していきたいと考えて

います。

委員 インフルエンザの対応については、現時点での対応であって、今後につい

ては、予測できません。

小学校では、学級閉鎖の回数が各校によって違います。それぞれ対応が違

ってきますが、何らかの対応をするということでは校長会でも話し合ってい

。 、 、ます ５時間目までのところをを６時間目までにしたり 個人懇談の時にも

５時間目まで授業をしたりと少しでも授業時間を確保するという対応をして

います。

ただ余剰時数が８０時間くらいあり、学級閉鎖が２回くらいまでなら対応

できますが、少しでも多くということで、先ほど延べたような努力を各校さ
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れているという状況です。

しかし、例えば３月に猛威を振るったら、どう取り返すのか、ということ

は大変懸念されます。阪神大震災のときのような特例を考えなければいけな

いこともあるかもしれません。

事務局 諸連絡

、 。・フォーラムのチラシを１２月下旬ごろには作成し 委員に配付する予定

・フォーラム実施終了後のアンケート結果については、何らかの方法で委

員にお知らせする。

・青少年ふれあいデーの啓発コンクールの作品コンクールについて、市内

からたくさんの応募があるように、ＰＲの協力依頼。

会長 閉会のあいさつ

６６６６．．．．閉会閉会閉会閉会（（（（１５１５１５１５：：：：３０３０３０３０））））


